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第 22号（2009 年 11 月 6日発行） 

発行：産業学会事務局 

〒802-8577 北九州市小倉南区北方4-2-1 

北九州市立大学経済学部 田村大樹研究室気付 

Tel/Fax：093-964-4343  E-mail：t-daiju@kitakyu-u.ac.jp 

学会ホームページ：http://wwwsoc.nii.ac.jp/sisj/index.htm 

 

産産業業学学会会ニニュューーズズレレタターー  

 

<産業学会 2010年度全国研究会> 

2010年度の全国研究会は6月 19日（土）、20日（日）に高知大学で開催されます。自由論題での発表希望者は実行委

員長の中道一心氏（kazushi@kochi-u.ac.jp）に 2010年の 2月末までにお申し込みください。 

 

<地方部会案内>（敬称略） 

東部：2009 年 11 月 14 日（土） 13：30～16：50 

会場：中央大学理工学部（後楽園）キャンパス（後楽園駅下車 徒歩 5分） 

3 号館 11階、31101教室（ビジネススクールの教室です） 

講演     13：30～14：30 

塚本芳昭 （バイオインダストリー協会常務理事） 「日本のバイオ産業の課題と展望」 

第 1報告  14：40～15：40 

宮地忠幸 （国士舘大学文学部講師） 「中山間地域における農商工連携による地域活性化の可能性と課題 

―NPOが核になった桑加工品の開発と商品化を事例として―」 

第 2報告  15：50～16：50 

高口鉄平 （総務省通信基盤局政策課主査） 「ＦＭＣ型サービス展開についての考察－電気通信事業分野にお

ける競争状況の把握－」 

終了後簡単な懇親会を開催いたします：会費 1500 円程度の予定 

お問い合わせ先：中央大学経済学部 山崎 朗（yama@tamacc.chuo-u.ac.jp） 

 

中部：2009 年 12 月 12 日(土) 14：00～18：00 

会場： 京都大学法経総合研究棟 201 演習室 

第 1報告 

劉 承毅 （広島大学総合科学研究科博士後期課程） 「中国におけるトヨタ生産システムの推進過程－日系・合弁

系・民族系の比較をとおして－」  

第 2報告 

谷田明夫 （大阪市立大学大学院創造都市研究科博士後期課程） 「後発金属鉱業企業における進化のダイナミ

ズム」 

終了後、懇親会を行います。 

お問い合わせ先：京都大学 塩地洋（shioji@econ.kyoto-u.ac.jp） 

 

西部：2009 年 11 月 28 日(土) 13：30～18：00 

会場：九州大学経済学部大会議室（6F） 

第 1報告： 13：30～14：30 

久我由美 （九州大学大学院経済学府博士後期課程） 「中国-ASEAN経済関係の深化と汎北部湾経済協力」  

第 2報告： 14：30～15：30  

中道一心（高知大学人文学部社会経済学科） 「デジタルスチルカメラ産業における中核企業の外部組織の管理能

力形成プロセス」  
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第 3報告： 15：50～16：50 

堀井伸浩（九州大学大学院経済学研究院） 「中国セメント産業の産業組織変動：世界セメント産業で進む寡占状

況からの考察」 

17：30 より懇親会開催予定 

お問い合わせ先：九州大学経済学部 堀井伸浩（horii@en.kyushu-u.ac.jp） 

 

自動車産業研究会東部地区 09年度第 4回研究会のおしらせ  

日時：2009 年 11 月 18 日（水） 18：00～21：00（今回は水曜日ですのでご注意下さい） 

会場：明治大学 駿河台キャンパス 研究棟４階第 1会議室 

（●今回は、研究棟です。前回会場のリバティタワー３階から渡り廊下で研究棟４階に行けます）  

第 1報告：上山邦雄 （城西大学経済学部） 「中国自動車産業の現状と将来展望」 

第 2報告：久保鉄男（株式会社フォーイン取締役副社長）「ビッグスリー崩壊と今後の世界自動車産業」  

参加費は無料、参加希望者は下記連絡先に事前にメールしてください。 

連絡先：城西大学経済学部 上山邦雄（kami@blue.ocn.ne.jp） 

 

<『産業学会研究年報』の科学技術振興機構のジャーナルアーカイブに所収されました> 

『産業学会研究年報』の創刊号から第22号までが科学技術振興機構のジャーナルアーカイブに所収されました。 

「JST アーカイブ」で検索なさるか、http://www.journalarchive.jst.go.jp/japanese でアーカイブのホームページにアク

セスできます。そこから、「産業学会」と検索してください。 

 

<『産業学会研究年報』のレフリー制度の明示化について> 

『産業学会研究年報』に関して、2011 年 6月発行のNo.26 より下記のようなレフリー制度の導入を検討しています。 

これまでも全国研究会での自由論題の発表者から理事会が適当と判断した方に、研究年報掲載の論文執筆を依頼して

いますが、今後は、自由論題の発表の都合がつかない会員に対し論文投稿を認め、理事会が選任したレフリーが掲載の

可否を決定することとし、自由論題発表者からの採択論文、投稿者からの採択論文ともに正式に当会の査読（レフリー）論

文といたしたいと存じます。 

投稿論文の採択率は、自由論題発表者に対する採択率より低く抑える予定ですので、自由論題での発表への積極的な

申し込みを期待します。自由論題発表者で採択されなかった方が、投稿で再チャレンジすることは認める方針です。 

詳細は、来年 6 月の理事会で決定し、会員総会でご報告し、その後、学会ホームページやニューズレターにてお知らせ

する予定です。 

 

<会費納入のお願い> 

2009 年度分の会費未納の方には、郵便振込用紙を同封しておりますので、よろしくお願い申し上げます（口座番号

01750-0-85110）。一般 7000 円、学生 3500 円です。手数料は各自ご負担ください。また、2007 年度、2008 年度の会費が

未納の方にはその旨お知らせする紙を同封しておりますので、あわせてお支払いください。３年間会費未納ですと自動退

会となりますのでご注意ください。なお、勤務先からの振込のため銀行口座しかご利用できない方は、「福岡銀行守恒支店、

普通 604035、産業学会事務局田村大樹」の口座への振込も可能ですが、できるだけ郵便口座をご利用ください。勤務先

からの銀行振込では、勤務先の名称しか通帳に記入されず、どなたが支払われたのか判断できない事態が生じます。や

むを得ず銀行振込をご利用の場合は、事務局にメールで振込日をお知らせいただければ幸いです。 


